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面型共同法， 12-120 MHzはブラッグ反射法， 120 MHz 




























51 g/l，温度200C，pH 7である。試料は SigmaChem-
ical社の結品化，乾燥したものを用いた。閃-2から，
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図ー 1用いたブごE主主主口とその辺用周波数域









R15E包皮 20'C，jは皮 51g/!， pH 7。
1，000 
吸収は非常に広い周波数域で変化しているのが分かる。
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得られたノfラメータは s=0.29，τ=5.5x 10-108， K_-




























の pH変化は周波数によって相当異なっている。 1GHz 
付近では pH!乙依存しないが， 10 MHz前後では pH
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-NH2十H20之 -NH3++0W (4) 
チ口、ンン残基に含まれるフェノール基のプロトン転移
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図-6 卵白，卵黄の 20・Cの吸収スペクトノレ
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る。 600Cで agingを行うと点線のように bのAまで上
昇する。ゲノレになった状態で温度を下げると b→ cのよ
うになる。再び温度を上昇させると c→bまで可逆的lζ
変化する。 62，64， 660Cで agingを行ったが，ほとん
ど変化はなく 700Cでわずかに上昇する (d)o dから温
度を下げ，再び上げると d<-->eのように以前とは別の道
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